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４－１－１－４．補集合

集合を考えるときに、1 つの集合U を決めておいて、その部分集合について考えることが多い。

このとき、U を全体集合という。

全体集合U の部分集合 Aについて、U の要素で Aの要素ではないもの全体の集合を、U に関

する Aの補集合といって、記号で Aと表す。

（例）

 6,5,4,3,2,1U を全体集合とする。U の部分集合  6,4,2A 、  6,3B について

 5,3,1A 、  5,4,2,1B

であるから、

 5,1BA 、  5,4,3,2,1BA

である。また、

 6,4,3,2BA 、  6BA
であるから、

 5,1BA 、  5,4,3,2,1BA

である。

補集合の定義から次のことが成り立つ。

集合U を全体集合とする。その部分集合 A、 B について

AA ∅、 UAA 
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また、前の例で確かめられるように、次のド・モルガンの法則が成り立つ。

ド・モルガンの法則

BABA  
BABA  
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